



























































































































































































































































































































































































































Code （9） （9） （9） （9） Salt　Solution（ml）
MC　4 0．4 0．5 一 2．0 10
MC　5 0．5 0．5 一 2．0 10
MC　6 0．6 0．5 一 2．0 10
MO　4 0．4 一 0．5 2．0 10
MO　5 0．5 一 0．5 2．0 10
MO　6 0．6 一 0．5 2．0 10
50
40
令邑30
善
§20
10
0
　　　　　MC4　MO4　　MCs　MO5　　MC6　MO6
図14：キトサン量とキトサンフィルムの硬さについて
　　　（中和後）
　　　Malic：リンゴ酸でキトサンを溶解
　　　Malonic：マロソ酸でキトサンを溶解
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図16　キトサン量とキトサソフィルムの引張強さにつ
　　　いて（中和後）
　　　Malic：リンゴ酸でキトサンを溶解
　　　Malonic：マロン酸でキトサンを溶解
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キトサン量とキトサンフィルムの硬さについて
（乾燥後）
Malic：リンゴ酸でキトサンを溶解
Malonic：マロン酸でキトサンを溶解
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図17　キトサン量とキトサンフィルムの伸びについて
　　　（中和後）
　　　Malic：リンゴ酸でキトサンを溶解
　　　Malonic：マロン酸でキトサンを溶解
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　図18は，乾燥したキトサンフィルムを生理食塩
水中に浸漬した後，引張強さを測定した結果であ
る．MC4の引張強さは，約17　gf／mm2，　MC5では，
約31gf／Mm2，　MC6では，約48　gf／mm2であった．
一方，マロン酸を用いたMO4の引張強さは，約15
gf／mm2，　MO5は，23　gf／皿n2，　MO6では，約36　gf／
mm2であった．キトサン量が多くなると引張強さ
は，大きくなり，中和後よりも乾燥後，吸水させ
たキトサンフィルの引張強さが大きくなった．
　図19は，乾燥後，吸水させたキトサンフィルム
の伸びについて示す．MC4の伸びは，約20％，　MC5
は，約29％，MC6では，約38％であった．一方，
MO4の伸びは，約16％，　MO5では，約25％，そし
てMO6では，約36％であった．キトサン量が多く
なるほど伸びは，大きくなった．
　骨形成を早期に行うためには，骨芽細胞の発生
する環境作りが必要であり，埋入したキトサン
フィルム中に新生される血管が多くなることが必
要不可欠となる．したがって，キトサンフィルム
の生理食塩水中での経時変化について検討した．
図20は，リンゴ酸で溶解したキトサンを用いたキ
トサソフィルムの引張強さの経時変化について検
討した結果である．MC4の1日後の引張強さは，
約17gf／mm2，7日後では，6gf／mm2，14日後で
は，測定出来なかった．MC5の1日後では，約31
gf／㎜2．7畷では，約22　gf／㎜2，14畷では，
測定出来なかった．つぎに，MC6の1日後の引張
強さは，約48gf／mm2，7日後では，約37　g／fmm2，
14日後では，約18gf／mm2であった．浸漬する時間
が長くなるにしたがって，引張強さは，低下する
傾向にあった．一方，マロン酸で溶解したキトサ
ンを用いた場合の引張強さの経時変化の測定結果
を図21に示す．MO4の1日後の引張強さは，約15
gf／mm27日後では，約59．5／Mm2．14日後では，
測定出来なかった．MO5の1日後の引張強さは，
約23gf／mm2，7日後では，約22　gf／mm2，14日後
では，約7gf／mm2であった．　MO6の1日後の引
張強さは，約36gf／mm2，7日後では，約23　gf／
mm2．14日後では，約17　gf／mm2であった．浸漬時
間が長くなるにしたがって，引張強さは，減少す
る傾向であった．また，キトサン量が少ないほど
短期間で測定が出来なくなる結果であった．この
傾向は，リンゴ酸で溶解したキトサンにおいて著
しく認められた．したがって，早い時期にフィル
ムの強さを減少させ骨と置換させたい部位に使用
するときは，キトサン量を少なくして，リンゴ酸
で溶解したキトサンゾルを用いることによって得
られるものと考えられる．
　図22は，伸びの経時変化を示す．MC4の1日後
の伸びは約20％，7日後では約15％，14日後では，
測定が出来なかった．MC5の1日後の伸びは，約
29％，7日後では，約41％，14日後では，測定出
来なかった．MC6の1日後の伸びは，約38％，7
日後では，約43％，14日後では，約31％であった．
MC5とMC6については，7目後の伸びは1日目
よりも大きくなる傾向であった．つぎに図23は，
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図18：キトサン量とキトサンフィルムの引張強さにつ
　　いて（乾燥後）
　　Malic：リンゴ酸でキトサンを溶解
　　Malonic：マロン酸でキトサンを溶解
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図19：キトサン量とキトサンフィルムの伸びについて
　　　（乾燥後）
　　Malic：リンゴ酸でキトサソを溶解
　　Malonic：マロソ酸でキトサソを溶解
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マロン酸で溶解したキトサンを用いた伸びの測定
結果である．MO4の浸漬1日後の伸びは，約16％，
7日後では，約14％，14日後では，測定できなかっ
た．MO5の浸漬1日後の伸びは，約25％，7日後
では，約30％，14日後の伸びは，約13％であった．
っぎに，MO6の1日後の伸びは，約36％，7日後
では，約34％，14日後の伸びは，約28％であった．
MO5の伸びは，7日後に大きくなり，14日後では，
減少した．MO6では，浸漬時間が長くなるほど伸
びは小さくなった．浸漬することによって，引張
強さや伸びが減少するのは，図24と25に示すよう
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に，キトサンが溶出し，空隙が多く生じているこ
とが原因していると考えられる．また，生体中に
埋入したキトサンフィルムにこの様な現象が生じ
ることによって，フィルムの空隙に新生される血
管が増加し，早期に骨と置換出来るものと考えら
れる．
ま　　と　　め
　キトサンフィルムに練り込むハイドロキシアパ
タイトの量は，フィルムの操作性，Caの溶出の観
点からするとキトサン量11に対してハイドロキシ
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図20：キトサンフィルムの生理食塩水中での引張強さ
　　　の経時変化について（リンゴ酸でキトサンを溶
　　解）
　　　［コ：1日後　吻：7日後　睡翻：14日後
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図22：キトサンフィルムの生理食塩水中での伸びの経
　　　時変化について（リンゴ酸でキトサンを溶解）
　　　［コ：1日後　i膠：7日後　鵬：14日後
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図21キトサンフィルムの生理食塩水中での引張強さ
　　　の経時変化について（マロン酸でキトサンを溶
　　解）
　　　［コ：1日後　膠：7日後　薩劉：14日後
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図23：キトサンフィルムの生理食塩水中での伸びの経
　　　時変化について（マロン酸でキトサンを溶解）
　　　［：］：1日後　1彪］：7日後　醗：14日後
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MC4 MC5 MC6
図24：キトサンフィルムの浸漬前と浸漬後の表面状態（リンゴ酸でキトサンを溶解）
　　　　　　　　　　　AS：浸漬前　2　W：浸漬した2週間後
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図25：キトサンフィルムの浸漬前と浸漬後の表面状態（マロン酸でキトサンを溶解）
　　　　　　　　　　　AS：浸漬前　2　W：浸潰した2週間後
20μm一
アパタイト量は4であれぽ良好な結果となると考
えられる．また，抜歯窩への軟組織の侵入を防止
し，骨形成を早期に進行させるのに用いるフィル
ムは，キトサン量を多くし，マロン酸で溶解した
キトサンゾルで，作製すればよいと考えられる．
一方，顎定上にフィルムをセットし，骨形成を行
うためには，早く骨と置換出来る材質が良好な結
果を生むと考えられる．したがって，キトサン量
を少なくし，リンゴ酸で溶解したキトサンゾルで
作製したフィルムが適していると考えられる．今
後，動物実験を行い種々検討したいと考えている．
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